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勝浦市議会表彰
　特集記事第２８回は、
勝浦市議会表彰式に
ついてお知らせします。

表彰式
日　時　令和４年３月１７日　午前１０時
場　所　勝浦市議会議場

　勝浦市議会表彰は令和３年１月１日から１２月
３１日を対象に、勝浦市内の小学校・中学校の
児童生徒等でスポーツ、学術、文化等において、
功績が顕著な者を表彰する制度で、今回は第４回
の表彰式となります。

１．勝浦市立勝浦中学校　 
　　末吉　暖歌　さん　　関　裕里　さん　　高梨　帆南　さん
　　[ 該当する受賞の内容 ]
　　第４７回全日本ライフセービング選手権大会　女子ビーチリレー準優勝
　　（勝浦ライフセービングクラブ）　
　　【お礼の言葉】　代表者：高梨　帆南　さん

高梨　帆南　さん関　裕里　さん末吉　暖歌　さん
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２．勝浦市立勝浦小学校　砂田　蓮音　さん
　　[ 該当する受賞の内容 ]
　　第３０回文部科学大臣杯争奪日整全国少年柔道大会
　　千葉県代表　団体戦２位

３．勝浦市立勝浦小学校　笠原　小真千　さん
　　[ 該当する受賞の内容 ]
　　第２２回千葉県学童学年別水泳競技大会
　　小学５年　女子５０ｍ平泳ぎ１位

表彰選考委員
委  員  長　松﨑　栄二
副委員長　戸坂　健一
委　　員　黒川　民雄
　　　　　鈴木　克已
　　　　　久我　恵子
　　　　　佐藤　啓史
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勝浦市の新年度予算が決まりました！
　令和４年度の当初予算が、３月市議会定例会で可決されました。
　当初予算は、その年度の骨格、市の財政の基本となる予算であり、市の一年間を方向付ける重要な予
算となります。予算審査特別委員会、各常任委員会、本会議で慎重に審議した結果、全ての予算案が可
決されました。
　一般会計当初予算の規模は、１０２億１，２００万円で、前年度当初予算と比較して１４．９％の増額
となりました。
　特別会計当初予算の規模は、５７億８，１０３万円で、前年度当初予算と比較して１．７％の増額となり
ました。
　今後も限られた予算の公平かつ有効な配分について議論してまいります。

一般会計予算 １０２億１,２００万円

特別会計予算 ５７億８,１０３万円

予算総額 １５９億９,３０３万円
会　計　区　分

当　初　予　算　額
増減率 説　　　　明

令和４年度 令和３年度

一 般 会 計 １０２億１，２００万円 ８８億８，６００万円 １４．９％ 市の基本的な仕事をするための会計です

特 別 会 計 ５７億８，１０３万円 ５６億８，５６８万円 １．７％
特定事業を行う場合に一般会
計と区分して経理をする必要
があるときに設ける会計です

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険
（事業勘定） ２３億８，８０５万円 ２２億６，４３９万円 ５．５％

被保険者の疾病、負傷、出産、
死亡などに際して、必要な保
険給付を行うための会計です

国民健康保険
（直営診療施設勘定） ６，３５９万円 ６，５６９万円 △３．２％

勝浦診療所において、被保険
者などに診療を行うための会
計です

後期高齢者医療 ３億１，６０７万円 ３億２５０万円 ４．５％
主に７５歳以上の方を対象と
した後期高齢者医療制度の保
険料を徴収する事務などを行
うための会計です

介護保険 ２２億５，７０４万円 ２２億４，０２９万円 ０．７％
被保険者の要介護度などに応
じて、必要な保険給付を行う
ための会計です

水道事業 ７億５，６２７万円 ８億１，２８２万円 △７．０％ 市内に給水をするために行う水道事業の会計です

合　　計 １５９億９，３０３万円 １４５億７，１６８万円 ９．８％

会計別予算の内訳表

※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。
　詳細については、「広報かつうら４月号」の掲載をご覧ください。

45



　令和４年度一般会計、各特別会計等の予算を審査するため、７人の委員による「予算審査特
別委員会」を設置しました。
　３月11日、14日及び15日の３日間にわたり審査し、一般会計と水道事業会計は賛成多数で、
それ以外は全員賛成で原案のとおり可決し、最終日の本会議に委員長報告され全て可決されま
した。

質疑が集中した主な事業の質問と答弁（要約）
ごみ袋販売補助事業
　Ｑ　製造業者に補助金を入れて一律に価格を下げる以外の方法について検討したのか？
　Ａ　全世帯への戸別配布として、区長への配布依頼及びそれ以外の世帯に郵送する方式や

小売店での引換券方式、手数料、証紙の値上げを検討した結果、独占禁止法の抵触等
から提案している販売補助が良いとの結果になった。

　Ｑ　販売補助の場合、製造業者への補助金が小売店の販売価格に反映されない可能性もあり、
他の方法も含め検討する必要があるのではないか？

　Ａ　他の方法も含め十分に検討したうえで、議会の理解をいただき実行に移したい。
商店街等にぎわい創出事業
　Ｑ　２月に行われた実証実験の検証はなされたのか？
　Ａ　結果を十分に分析し関係者の意見も集約する協議会をつくり、活性化に向けより良い

方向性を出したうえ執行していきたい。
　Ｑ　ドローンに関する話題が先行しすぎて、目的からずれているのではないか？
　Ａ　商店街の活性化を図るためにＥＣモール化、共同配送があり、ドローンは配送手段の

一つであり、これから進化し、規制緩和の可能性も見えていることから導入を進めて
いきたい。

水道料金の引下げ
　Ｑ　水道料金を引下げる理由は？
　Ａ　９立方メートルから20立方メートルまでの超過料金を260円から220円にするもので、

20立方メートル比較で県下44位と一番高く、この引下げで41位に上昇する。ふるさと
応援寄附金による財源確保ができたため実施する。

　Ｑ　基本料金は引下げられていないため、ほぼ半数の世帯で引下げの効果が得られない。
　　　不公平ではないか。
　Ａ　基本水量の料金は、近隣市町や他の自治体と比較しても高額ではなく、基本料金は水道

使用料の根幹をなす部分であり、将来にわたり根幹収入が減少することは、水道事業
会計に大きな影響を与える。　

予算審査特別委員会による令和４年度勝浦市一般会計に対する付帯決議を可決
　令和４年度勝浦市一般会計の執行に当たっては、下記の２点の事項に特段の配慮を
払うべきものとする。
１　令和４年度勝浦市一般会計歳出予算　ごみ袋販売補助事業について
審議する過程において、様々な意見や指摘をされた課題を解決するまで、事業執行
を留保することを求める。

２　令和４年度勝浦市一般会計歳出予算　商店会等にぎわい創出事業について
実証実験の検証チームを早急に立ち上げ、実証実験の結果を分析検証し、その方向
性を明確にしてから事業執行すること。

委員長：磯野典正　副委員長：狩野光一
委　員：岩瀬洋男　岩瀬義信　末吉定夫　寺尾重雄　照川由美子
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令和４年３月定例会審議結果
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！			
◯３月定例会　会期　２月２８日から３月１７日まで１８日間

出席議員の全員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　名 付託委員会 結果

議案第　１号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度勝浦市一般会
計補正予算について） 承認

議案第　２号 令和３年度勝浦市一般会計補正予算 可決

議案第　３号 令和３年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 可決

議案第　４号 令和３年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

議案第　５号 令和３年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 可決

議案第　６号 令和３年度勝浦市水道事業会計補正予算 可決

議案第　７号 押印を求める手続の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の
制定について 総務文教 可決

議案第　８号 勝浦市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第１０号 勝浦市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 産業厚生 可決

議案第１１号 勝浦市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第１２号 勝浦市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第１５号 令和４年度勝浦市国民健康保険特別会計予算 予算審査 可決

議案第１６号 令和４年度勝浦市後期高齢者医療特別会計予算 予算審査 可決

議案第１７号 令和４年度勝浦市介護保険特別会計予算 予算審査 可決

議案第１９号 市道路線の認定について 産業厚生 可決

議案第２０号
及び第２１号

固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めること
について 同意

議案第２２号
勝浦市農業委員会の委員に占める認定農業者等又は認定農業者
等に準ずる者の割合を４分の１以上にすることにつき同意を求
めることについて

同意

議案第２３号
〜第３１号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意

諮問第　１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決

発議案第１号 ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議について 可決

発議案第２号 障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法
律の改正を求める意見書について 可決

　議会報では、市民生活と深く関わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。
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●トピックス
発議案２件が全員賛成で可決されました

発議案第１号　ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議について
　「ロシアの力による一方的な現状変更を試みる行為は、戦後の国際秩序の根幹を脅かすもの
であり、断じて容認することはできない。即時に攻撃を停止し、完全撤退することを求める」
また「市に対して、人道的見地から難民受け入れの対応を求める」といった内容の決議。

発議案第２号　障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に
　　　　　　　関する法律の改正を求める意見書 について
　現行の障害者虐待防止法では、学校、保育所及び医療機関内での虐待については、行政機関
への通報義務が対象外となっていることから、「虐待発見時に市町村への通報義務の対象に医
療機関における障害者虐待を加えるよう、障害者虐待防止法の改正を求める」内容の意見書。

議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長
を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

議案
番号 件　　　　名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

鈴
木
　
克
已

狩
野
　
光
一

渡
辺
　
ヒ
ロ
子

照
川
　
由
美
子

戸
坂
　
健
一

磯
野
　
典
正

久
我
　
恵
子

寺
尾
　
重
雄

佐
藤
　
啓
史

岩
瀬
　
洋
男

松
﨑
　
栄
二

丸
　
　
昭

黒
川
　
民
雄

岩
瀬
　
義
信

末
吉
　
定
夫

議案
第９号

一般職の職員の給与等に関する
条例等の一部を改正する条例の
制定について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第１３号

勝浦市水道事業条例の一部を改正
する条例の制定について 可決 × ○ ○ ○ × × ○ × 退 × － ○ ○ ○ ○

議案
第１３号

勝浦市水道事業条例の一部を改正す
る条例の制定について修正案　※１ 否決 ○ × × × × ○ × ○ × × － × × × ×

議案
第１４号 令和４年度勝浦市一般会計予算 可決 × ○ ○ ○ × × ○ × × ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第１８号

令和４年度勝浦市水道事業会計
予算 可決 × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○

※１　基本料「1,700円」を「1,600円」とし、超過料金「２６０円」を「２３０円」に修正するもの。
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各常任委員会等の活動報告
総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

 ・議案第７号　押印を求める手続の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
 ・議案第８号　勝浦市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
 ・議案第９号　一般職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　以上３件が付託され、３月９日に委員会を開催。審議の結果、 全員賛成で可決されました。
最終日の本会議において、委員長からの審査結果報告後、採決を行い議案第７号、第８号につ
いては、全員賛成で、議案第９号は、賛成多数で原案のとおり可決しました。

 ・議案第１０号　勝浦市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
 ・議案第１１号　勝浦市道路占有徴収条例の一部を改正する条例の制定について
 ・議案第１２号　勝浦市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について
 ・議案第１３号　勝浦市水道事業条例の一部を改正する条例の制定について
　以上４件の審議が付託され、３月１５日委員会を開催。議案第１０号～１２号については
全員賛成で可決されました。また、議案第１３号については、賛成反対双方の討論が行われ、
賛成多数で可決されました。
　以上について、最終日の本会議において、委員長より審議結果報告を行いました。

　
３
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

3 月 3 日
照
川
由
美
子　
議
員
①
子
育
て
環
境
整
備「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派
遣
事
業
」
等
に

つ
い
て

②
コ
ロ
ナ
感
染
自
宅
療
養
者
等
へ
の
支
援
物
資
に
つ
い
て

③「
通
信
制
高
校
教
育
」開
設
に
向
け
て
の
展
望
に
つ
い
て

戸
坂　
健
一　
議
員
①
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

②
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）防
除
対
策
に

つ
い
て

佐
藤　
啓
史　
議
員
①
し
尿
処
理
場
に
つ
い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て　
　

岩
瀬　
洋
男　
議
員
①
防
災
・
危
機
管
理
に
つ
い
て　

磯
野　
典
正　
議
員
①
勝
浦
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て　

3 月 4 日
渡
辺
ヒ
ロ
子　
議
員
①
地
域
文
化
の
醸
成
と
発
信
に
つ
い
て

②
航
路
標
識
協
力
団
体
制
度
申
請
に
つ
い
て　
　
　

鈴
木　
克
已　
議
員
①
農
業
振
興
の
た
め
の
農
地
活
用
及
び
農
業
を
取
り
巻
く

地
域
課
題
に
つ
い
て

狩
野　
光
一　
議
員
①
施
策
の
進
捗
状
況
と
展
望
に
つ
い
て

②
漁
業
を
取
り
巻
く
問
題
の
認
識
に
つ
い
て

岩
瀬　
義
信　
議
員
①
道
路
問
題
に
つ
い
て

寺
尾　
重
雄　
議
員
①「
勝
浦
市
へ
の
移
住
・
定
住
」に
つ
い
て

9 89



子
育
て
環
境
整
備
「
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派
遣

事
業
」
等
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
に
お
い
て
は
、
国

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
企
業
主
導
型
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
者
支
援

事
業
」
の
概
要
が
周
知
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
周
知
に
向
け
て
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、

企
業
・
法
人
と
接
点
の
多
い

関
係
機
関
、
例
え
ば
商
工
会

等
へ
の
周
知
、
普
及
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
内
閣
府
の
企
業
割
引
券

の
周
知
を
進
め
な
が
ら
、
育

児
支
援
策
の
改
善
が
必
要
。

具
体
的
な
見
直
し
を
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
保
護
者
の
就
労
形
態
等

多
様
化
す
る
中
、
保
育
所
・

こ
ど
も
園
の
保
育
時
間
の
延

長
や
、
早
朝
・
夜
間
の
預
か

照川由美子議員

元郁文小が通信制高校に！

り
等
（
民
間
が
主
と
な
り
そ

う
だ
が
）
の
研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
子
ど
も
の
誕
生
か
ら
一

貫
し
た
保
育
・
教
育
の
見
通

し
を
持
っ
た
組
織
体
制
に
切

り
替
え
て
い
く
お
考
え
が
あ

る
か
、
伺
い
ま
す
。

Ａ
子
ど
も
家
庭
庁
の
発
足

を
注
視
し
な
が
ら
、
本
市
な

り
の
独
自
な
組
織
、
あ
る
い

は
戦
略
を
練
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
き
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
自
宅
療
養

者
等
へ
の
支
援
物
資
に

つ
い
て

Ｑ
自
宅
療
養
者
等
へ
の
本

市
独
自
の
支
援
物
資
配
布
状

況
と
、
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
２
月
末
ま
で
に
１
０
４
世

帯
へ
の
配
布
、
予
算
を
超
え
て

の
執
行
状
況
。
新
年
度
も
百
万

円
計
上
し
、
対
応
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
近
年
、
有
害
鳥
獣
の
被

害
は
拡
大
の
一
途
を
辿
っ
て

お
り
、
従
来
通
り
の
対
策
で

は
な
く
新
し
い
観
点
で
の
対

策
が
必
要
だ
。
ま
ず
、
有

害
鳥
獣
対
策
の
現
況
と
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数

は
、
総
数
で
平
成
28
年
度

３
５
１
９
頭
か
ら
令
和
２
年

度
４
４
７
９
頭
と
増
加
し
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
猟

友
会
に
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
努
め

た
い
。

Ｑ
猟
友
会
も
様
々
な
要
因

か
ら
大
変
な
人
手
不
足
だ

と
伺
っ
て
い
る
。
ジ
ビ
エ
活

用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
今

後
の
人
材
育
成
が
重
要
と
な

る
。
市
と
し
て
人
材
育
成
・

募
集
の
方
針
や
支
援
策
は
あ

る
か
。

戸坂健一議員

Ａ
勝
浦
市
と
し
て
も
、
新

規
の
担
い
手
確
保
は
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
は
、
県
と
協
力
し
て
狩
猟

免
許
取
得
促
進
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
猟
友
会
及

び
勝
浦
市
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
と
協
力
し
、
猟
友
会
の

会
員
募
集
の
方
策
に
つ
い
て

も
協
議
し
て
参
り
た
い
。

Ｑ
有
害
鳥
獣
対
策
の
切
り

札
と
し
て
公
設
ジ
ビ
エ
加
工

処
理
施
設
を
整
備
し
、
有
害

鳥
獣
対
策
拠
点
整
備
と
人
材

育
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ
ジ
ビ
エ
の
活
用
は
有
効

と
考
え
る
が
、
新
た
に
施
設

を
建
設
す
る
と
建
設
費
、
維

持
費
な
ど
の
経
費
が
か
か

り
、
財
政
的
な
負
担
に
も
な

る
。
既
存
施
設
の
有
効
活
用

も
含
め
、
関
係
者
と
調
査
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
国
も
ジ
ビ
エ
活
用
を
提

唱
し
て
い
る
中
で
。
有
害
鳥

獣
を
未
利
用
資
源
と
し
て
い

か
に
有
効
活
用
し
て
い
く
か

が
重
要
だ
。
経
費
が
か
か
る

体
処
理
車
な
ど
固
定
観
念
に

囚
わ
れ
な
い
発
想
で
の
導
入

も
検
討
し
て
欲
し
い
。

Ａ
今
後
は
そ
う
し
た
設
備

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
問
題

に
つ
い
て

Ｑ
近
隣
市
町
村
で
農
業
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
つ

い
て
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
な

い
た
め
に
関
係
者
と
ど
の
よ

う
な
協
議
を
し
、
水
際
対
策

を
講
じ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

Ａ
本
市
で
は
ま
だ
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い

す
み
市
で
は
被
害
報
告
が
あ

る
。
現
在
は
県
と
連
携
し
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
。
早

期
対
応
の
た
め
、
市
民
へ
の

周
知
も
進
め
た
い
。

通
信
制
高
校
教
育
開
設

に
向
け
て
の
展
望
に
つ

い
て

Ｑ
教
育
特
区
制
度
活
用
と

取
り
組
み
、
開
校
に
向
け
て

の
展
望
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
現
在
、
教
育
特
区
推
進

班
を
設
け
、
本
年
９
月
に
特

区
の
申
請
、
認
可
を
受
け
、

令
和
５
年
４
月
、
元
郁
文
小

学
校
を
活
用
し
、
成
美
学
園

が
開
校
さ
れ
る
予
定
で
す
。

生
徒
の
進
学
先
の
選
択
肢
が

広
が
る
だ
け
で
な
く
、
不
適

応
や
ひ
き
こ
も
り
の
生
徒
支

援
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
や

ス
ポ
ー
ツ
等
、
特
色
あ
る
活

動
を
通
し
て
市
内
小
中
学
校

と
の
交
流
・
連
携
も
図
れ
る

と
展
望
し
て
い
ま
す
。
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Ｑ
昨
年
３
月
議
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
し
尿
処
理
場
に

つ
い
て
は
、
夷
隅
環
境
衛
生
組

合
で
の
共
同
処
理
に
つ
い
て

提
案
し
た
が
、
そ
の
後
の
進

展
と
今
後
の
見
通
し
を
お
聞

き
す
る
。

Ａ
し
尿
処
理
場
に
つ
い
て

は
、
広
域
処
理
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
判
断
し
、
昨
年

５
月
13
日
に
夷
隅
環
境
衛
生

組
合
の
管
理
者
で
あ
る
い
す

み
市
長
と
面
会
し
、
共
同
処

理
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
話
を
し
た
。
ま

た
同
組
合
の
構
成
町
で
あ
る

大
多
喜
町
長
、
御
宿
町
長
に

も
意
向
を
お
話
し
た
。
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
夷

隅
環
境
衛
生
組
合
の
現
在
の

施
設
の
次
期
更
新
時
期
で
あ

る
令
和
10
年
に
共
同
処
理

佐藤啓史議員

し
尿
処
理
場

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

 

コ
ロ
ナ
及
び
ワ
ク
チ
ン

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は

治
験
中
で
あ
る
事
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
等
、
わ
か

り
や
す
く
公
表
、
周
知
す
べ
き

で
は
な
い
か
？

Ａ
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

現
在
も
臨
床
試
験
の
一
部
が

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
の
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
活
用
し
、

市
民
に
お
届
け
し
た
い
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反

応
報
告
、
相
談
件
数
、
副
反
応

の
容
態
を
お
聞
き
す
る
。

Ａ
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

策
班
へ
の
相
談
件
数
は
５
件

で
発
熱
や
接
種
部
位
の
痛
み

等
で
市
の
医
療
専
門
職
が
対

応
し
た
。

Ｑ
５
歳
か
ら
11
歳
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
努
力
義
務
の
適
用
が

除
外
と
な
っ
た
。
小
さ
い
子
ど

も
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
に
対
し
て
不
安
に
感
じ
て
い

る
保
護
者
も
多
い
。
接
種
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
を
周
知
さ
せ
る
べ
き
だ
。
市

の
見
解
を
お
聞
き
す
る
。

Ａ
５
歳
か
ら
11
歳
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
厚

生
労
働
大
臣
よ
り
２
月
21
日

付
け
で
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
き
臨
時
接
種
と
し
て
実

施
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
て

い
る
。
市
と
し
て
も
、
国
の

方
針
に
よ
る
接
種
体
制
を
整

え
、
努
力
義
務
規
定
の
適
用

が
除
外
さ
れ
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
含
め
、
判
断
す
る
た
め

の
情
報
を
届
け
た
い
。

防
災・
危
機
管
理
に
つ
い
て

Ｑ
１
月
15
日
深
夜
、
ト
ン

ガ
沖
海
底
火
山
噴
火
に
よ
る

津
波
注
意
報
・
避
難
指
示
発

令
に
よ
る
避
難
人
数
は
。

Ａ
午
前
３
時
時
点
に
お
い

て
、
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
に

37
人
。
勝
浦
市
役
所
に
８
人

の
計
45
人
で
し
た
。

Ｑ
車
を
持
っ
て
い
な
い
方

や
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て
、

深
夜
、
あ
の
寒
さ
で
の
避
難

は
困
難
で
は
な
い
か
。

Ａ
津
波
避
難
に
お
い
て
は

季
節
、
時
間
は
関
係
な
く
避

難
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
自
助
と
言
わ
れ
る
初
動

対
応
は
、
高
齢
化
や
核
家
族

で
対
応
で
き
な
い
人
も
増
え

て
き
て
、
冬
の
寒
い
夜
は
な

お
さ
ら
自
助
の
限
界
を
感
じ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

識
を
変
え
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
い
か

が
か
。

Ａ
新
年
度
に
つ
い
て
も
千
葉

県
と
共
に
合
同
で
津
波
一
斉

訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
訓
練
と
行
動
。

　
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て
も
各
区
や
自
主
防
災

組
織
と
共
に
、
感
染
症
拡
大

の
様
子
を
見
な
が
ら
実
施
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
市
職
員
は
想
定
通
り
市

役
所
に
参
集
で
き
た
の
か
。

Ａ
注
意
報
発
表
の
25
分
後

の
０
時
40
分
に
は
10
数
名
の

職
員
が
登
庁
し
、
避
難
所
開

設
を
決
定
し
、
１
時
30
分
頃

に
は
８
か
所
の
避
難
所
へ
職

員
30
名
の
配
置
を
完
了
し
ま

し
た
。

Ｑ
例
え
ば
、
深
夜
に
津
波

で
１
２
８
号
線
が
寸
断
さ
れ
、

登
庁
で
き
な
い
職
員
の
人
数

と
し
て
、
最
悪
事
態
の
想
定

岩瀬洋男議員

は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
参
集
距
離
が
20
キ
ロ
以

上
の
職
員
は
公
共
機
関
が
復

旧
す
る
ま
で
参
集
不
可
と
想

定
し
、
３
日
目
か
ら
人
数
に

計
上
し
ま
す
。
参
集
予
測
と

し
て
は
、
発
災
後
１
時
間
で

32
人
、
３
時
間
後
で
91
人
、

１
日
後
で
１
４
６
人
、
３
日

後
に
１
９
９
人
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
感
染
症
流
行
時
の
市

役
所
業
務
継
続
に
つ
い
て
現

状
は
。

Ａ
令
和
２
年
４
月
に
、
勝

浦
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
業
務
継
続
計
画
と
し
て
策

定
し
ま
し
た
。

　
各
課
に
お
い
て
、
従
来
ど

お
り
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
業
務
や
中
断
や
中
止
す

る
事
務
な
ど
４
段
階
に
分
け

て
区
分
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
庁
内
が
こ
う
し
た
状
況
に

な
ら
な
い
た
め
、
職
員
の
分

散
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を

推
進
し
、
対
応
し
て
い
ま
す
。
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Ｑ
文
化
に
よ
っ
て
心
豊
か

な
生
活
を
す
る
こ
と
が
経
済

を
活
性
化
さ
せ
、
よ
り
質
の

高
い
経
済
社
会
を
作
れ
る
と

い
う
理
念
に
基
づ
い
て
、
豊

か
な
感
性
と
人
間
性
、
心
豊

か
な
子
ど
も
達
を
育
め
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考

え
る
が
、
勝
浦
の
文
化
振
興

と
、
子
ど
も
達
へ
の
文
化
体

験
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
の

お
考
え
を
伺
う
。

Ａ
後
期
基
本
計
画
に
お
い

て
「
次
代
を
担
う
人
と
文
化

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲

げ
、
文
化
の
振
興
に
取
り
組

み
、
健
全
育
成
に
資
す
る
文

化
振
興
の
推
進
に
努
め
て

い
く
。

Ｑ
文
化
交
流
お
よ
び
文
化

発
信
に
つ
い
て
の
お
考
え
は

ど
う
か
。

渡辺ヒロ子議員

 

地
域
文
化
の
醸
成
と
発

信
に
つ
い
て

勝
浦
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

Ｑ
道
路
・
交
通
体
系
基
本

方
針
に
つ
い
て

　
国
道
２
９
７
号
松
野
バ
イ

パ
ス
の
第
１
工
区
・
第
３
工

区
・
第
４
工
区
の
進
捗
状
況

は
？Ａ

第
１
・
第
３
工
区
は

50
％
程
度
の
用
地
買
収
が
終

了
。
第
４
工
区
は
計
画
見
直

し
の
検
討
を
し
て
い
る
。

Ｑ
第
４
工
区
の
計
画
の
見

直
し
と
は
？

Ａ
か
な
り
以
前
の
計
画
で

あ
る
こ
と
や
、
資
材
及
び
工

法
等
の
進
化
も
あ
る
こ
と
か

ら
計
画
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。

Ｑ
国
道
２
９
７
号
に
は
、

道
路
幅
員
が
狭
隘
な
場
所
が

数
か
所
あ
り
、
大
型
車
の
通

行
に
支
障
が
出
て
お
り
大
変

危
険
だ
が
、
道
路
問
題
に
つ

い
て
は
、
県
や
国
土
交
通
省

に
対
し
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
て
い
る
か
？

Ａ
国
道
２
９
７
号
整
備
推

進
期
成
同
盟
や
市
長
会
を
通

じ
て
、
毎
年
知
事
宛
に
要
望

し
て
い
る
。

Ｑ
国
道
２
９
７
号
に
つ
い

て
は
、
市
原
市
、
大
多
喜

町
と
も
協
議
を
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
大
多
喜
羽

黒
坂
改
良
工
事
の
進
捗
状
況

は
？Ａ

現
道
の
補
強
改
良
を
実

施
し
つ
つ
、
計
画
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
防
災
に
対
す
る
基
本
方

針
国
道
１
２
８
号
、
２
９
７

号
は
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
特
に
２
９
７

号
は
市
内
沿
岸
部
で
津
波
災

害
が
発
生
し
た
際
に
は
重
要

な
道
路
と
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
地
震
に
よ
り
２
９
７

磯野典正議員

号
は
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
も

あ
る
。
万
が
一
の
た
め
に

２
９
７
号
の
強
化
が
必
要
と

考
え
る
が
？

Ａ
避
難
、
救
助
を
は
じ
め
、

物
資
の
供
給
等
の
応
急
対
策

活
動
に
対
応
す
る
た
め
、
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
地
区
別
構
想
に
つ
い
て

　
市
政
懇
談
会
に
お
い
て
区

の
統
廃
合
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
こ
の
意
見
は
切
実

な
意
見
で
あ
る
と
思
う
。
総

合
計
画
最
終
年
度
で
も
あ
る

こ
と
や
社
会
情
勢
の
大
き
な

変
化
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
都

市
計
画
の
見
直
し
を
柔
軟
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
？

Ａ
総
合
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
つ
つ
、
多
様
な
社
会

情
勢
の
変
化
を
見
極
め
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
も
柔
軟
な
視
点
を
持

ち
見
直
し
も
検
討
し
て
い
く
。

Ａ
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
交
流
を
深
め
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て

様
々
な
教
育
効
果
が
あ
り
、

市
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
も
の

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
勝
浦
独
自
の
伝
統
文
化

と
し
て
、
お
祭
り
や
朝
市
な

ど
の
歴
史
や
役
割
を
正
し
く

理
解
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
町

に
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
る
が
、
授
業
の
中
で
そ

の
機
会
は
あ
る
か
？

Ａ
小
学
校
で
は
地
元
の

方
々
か
ら
話
を
聞
く
機
会
を

持
っ
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、

総
合
的
な
学
習
で
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ
勝
浦
に
ゆ
か
り
の
あ
る

著
名
人
を
『
○
○
大
使
』
と

す
る
制
度
を
確
立
し
、
勝
浦

を
応
援
い
た
だ
き
、
子
ど
も

達
と
直
接
触
れ
合
う
機
会
を

作
れ
た
ら
と
思
う
が
、
い
か

が
お
考
え
か
。

Ａ
新
な
要
綱
の
整
備
を
検

討
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

市
の
Ｐ
Ｒ
は
勿
論
の
こ
と
、

子
ど
も
達
へ
の
教
育
等
々
に

も
大
い
に
力
を
お
借
り
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

航
路
標
識
協
力
団
体
制

度
申
請
に
つ
い
て

Ｑ
前
定
例
議
会
で
要
望
し

た
『
灯
台
一
般
公
開
』
に
つ

い
て
進
捗
状
況
と
お
考
え
を

伺
う
。

Ａ
協
力
団
体
に
申
請
し
、

認
定
を
受
け
た
。
今
後
は
、

周
辺
環
境
や
景
観
整
備
、
ト

イ
レ
な
ど
の
施
設
整
備
を
し

た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
運
営
お
よ
び
活
用
に
つ

い
て
の
お
考
え
を
伺
う
。

Ａ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ソ

フ
ト
事
業
も
併
せ
て
検
討
す

る
。
最
終
的
に
は
通
年
型
の

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を

目
指
す
。
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農
業
振
興
の
た
め
の
農
地

活
用
及
び
農
業
を
取
り
巻

く
地
域
課
題
に
つ
い
て

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
と

展
望
に
つ
い
て

Ｑ
毎
年
出
さ
れ
る
農
業
委

員
会
か
ら
の
意
見
書
を
、
農

業
行
政
施
策
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
業
に
対
す
る
改
善
策

と
し
て
受
け
止
め
、
農
業
委

員
会
と
市
農
政
と
の
連
携
を

密
に
し
、
施
策
に
反
映
で
き

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
農
業
で
自
立
で
き
る
経

営
体
の
育
成
に
対
す
る
方
策

を
伺
う
。

Ａ
平
成
５
年
に
創
設
さ
れ

た
認
定
農
業
者
制
度
に
よ
る

認
定
農
業
者
は
、
現
在
11
経

営
体
14
名
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
認
定
農
業
者
制
度
は
、

経
営
基
盤
の
基
礎
と
な
る
経

営
体
を
育
成
す
る
制
度
の
た

め
更
な
る
周
知
と
相
談
体
制

Ｑ
令
和
元
年
の
台
風
で
被

災
し
た
漁
港
施
設
の
復
旧
工

事
が
未
だ
に
着
工
さ
れ
て
い

な
い
が
、
現
状
と
今
後
の
見

通
し
は
？

Ａ
９
回
の
入
札
不
調
を
受

け
て
、
大
幅
な
工
法
変
更
を

検
討
し
て
い
る
。
関
連
設
計

の
費
用
を
令
和
４
年
度
予
算

に
計
上
し
た
。

Ｑ
災
害
復
旧
工
事
は
３
年

以
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
原

則
と
承
知
し
て
い
る
が
、
残

り
数
カ
月
し
か
無
い
。
過
ぎ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
？

Ａ
入
札
不
調
が
原
因
で
あ

る
た
め
、
市
が
取
り
下
げ
な

い
限
り
実
施
可
能
で
あ
る
こ

と
を
県
に
確
認
し
て
あ
る
。

行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地
へ

の
事
業
誘
致
に
つ
い
て

Ｑ
当
該
誘
致
事
業
の
重
要

耕作放棄地の現状

次
世
代
人
材
投
資
資
金
の
活

用
に
よ
る
対
応
で
こ
れ
ま
で

３
件
の
実
績
が
あ
り
、
耕
作

放
棄
地
再
生
推
進
事
業
補
助

金
を
活
用
し
、
借
り
受
け
た

農
地
の
再
整
備
を
行
っ
て
い

る
新
規
就
農
者
が
い
ま
す
。

　

農
業
法
人
に
つ
い
て
は
、

雇
用
機
会
を
創
出
な
ど
、
地

域
へ
の
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
農
業
の
法
人
化
に

つ
い
て
、
県
の
相
談
窓
口
と

協
力
し
、
各
種
支
援
制
度
の

周
知
及
び
相
談
体
制
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

  

落
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
減
収
に
対
し
て
は「
漁

獲
共
済
制
度
」
が
あ
り
、
加

入
促
進
の
補
助
を
し
て
い
る
。

Ｑ
市
内
に
は
刺
し
網
漁
者

を
は
じ
め
共
済
未
加
入
者
も

多
い
。
こ
の
方
々
に
対
し
て

何
ら
か
の
支
援
が
必
要
と
思

う
が
、
市
長
の
お
考
え
は
？

Ａ
共
済
未
加
入
者
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
、
今
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
規
制
や

燃
油
高
騰
の
現
状
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

Ａ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
漁
獲

規
制
に
よ
り
収
入
が
制
限
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

減
収
に
対
し
て
は
国
の
支
援

制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

燃
油
高
騰
に
つ
い
て
も
、セ
ー

フ
ネ
ッ
ト
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。

の
確
立
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
遊
休
農
地
発
生
防
止
対

策
と
解
消
の
た
め
の
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
発
生
防
止
に
対
し
個
人

で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
遊

休
農
地
に
つ
い
て
農
業
委
員

会
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構

と
情
報
を
共
有
し
解
消
に
向

け
て
対
応
し
ま
す
。

Ｑ
害
鳥
獣
対
策
へ
の
具
体

的
対
策
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
猟
友
会
に
よ
る
捕
獲
に

加
え
、
地
域
ぐ
る
み
の
対
策

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
活
用
に
よ
る

対
応
を
検
討
し
実
益
の
あ
る

対
策
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
農
業
後
継
者
育
成
と
と

も
に
個
人
新
規
就
業
者
及
び

農
業
法
人
に
よ
る
営
農
へ
の

誘
導
等
に
関
す
る
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
個
人
新
規
就
農
者
に
は
、

青
年
就
農
支
援
金
及
び
農
業

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
？

Ａ
市
の
将
来
像
を
実
現
す

る
手
段
と
し
て
、
非
常
に
重
要

な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
先
般
、
事
業
者
様
よ
り

事
業
の
最
優
先
候
補
地
で
あ

る
と
の
意
思
表
明
が
あ
っ
た

と
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
？

Ａ
交
通
環
境
の
改
善
や
周

辺
観
光
施
設
の
整
備
等
々
の

具
体
的
要
望
が
あ
っ
た
。
事

業
者
と
の
連
絡
を
密
に
行

い
、
要
望
実
現
を
検
討
・
実

行
し
て
、
計
画
の
早
期
実
施

に
努
め
て
い
く
。

漁
業
を
取
り
巻
く
問
題
の

認
識
に
つ
い
て

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
幅

な
魚
価
下
落
の
認
識
と
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

Ａ
一
部
の
魚
で
魚
価
が
下
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道
路
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
国
道
２
９
７
号
の
拡
幅

改
良
、
松
野
バ
イ
パ
ス
道
路

の
建
設
促
進
に
つ
い
て
、
勝

浦
市
は
漁
港
の
町
、
観
光
の

町
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名

で
す
が
、
こ
れ
を
永
続
さ
せ

て
い
く
た
め
に
も
、
主
要
道

路
で
あ
る
松
野
バ
イ
パ
ス
道

路
の
早
期
完
了
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
バ
イ
パ
ス
松
野
か

ら
杉
戸
間
が
開
通
し
た
整
備

効
果
を一層
発
現
す
る
た
め
、

１
工
区
の
早
期
着
工
に
向
け

て
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
長
は
、
松
野
バ
イ
パ
ス

工
事
の
早
期
完
了
を
図
る
た

め
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
き
た
の
か
。

　
松
野
バ
イ
パ
ス
工
事
に
絡

む
用
地
の
取
得
状
況
は
、
ま

た
現
時
点
で
の
開
通
の
見
通

し
は
、
い
つ
頃
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

岩瀬義信議員

Ａ
勝
浦
市
と
市
原
市
及
び

大
多
喜
町
の
２
市
１
町
で
構

成
す
る
国
道
２
９
７
号
整
備

促
進
期
成
同
盟
の
活
動
と
し

て
、
勝
浦
市
議
会
代
表
者

及
び
各
選
挙
区
選
出
の
県
議

会
議
員
連
名
の
要
望
書
を
毎

年
、
千
葉
県
知
事
宛
て
に
提

出
す
る
と
と
も
に
、
別
途
千

葉
県
市
長
会
を
通
じ
、
県
に

要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昨

年
８
月
27
日
、
熊
谷
知
事
が

県
内
市
町
村
の
視
察
で
、
本

市
を
訪
れ
た
際
に
も
、
現
地

案
内
の
下
、
私
か
ら
直
接
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

　
夷
隅
土
木
事
務
所
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
第
１
工
区
及

び
第
３
工
区
に
お
け
る
用
地

取
得
状
況
は
、
現
時
点
で
お

お
む
ね
50
％
程
度
と
の
こ
と

で
す
。
開
通
の
見
通
し
は
、

各
工
区
と
も
今
後
の
用
地
交

渉
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
具
体
的
に
示
せ
る
状
況

Ｑ
現
在
市
内
で
親
の
高
齢

化
・
亡
き
後
の
空
き
家
な
ど

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
居
住

支
援
で
他
市
で
は
「
住
宅
取

得
の
補
助
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等

に
関
す
る
補
助
金
制
度
」
が

あ
り
ま
す
が
、
市
の
具
体
的

な
対
策
、
支
援
等
お
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
補
助
金
に
関
し
て
で
す

が
、
市
に
お
け
る
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
は「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
」
の
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
き
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
各
種
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
移
住
・
定
住
促
進
の

支
援
と
し
て
「
若
者
等
定
住

促
進
奨
励
金
」
制
度
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
申
請
要
件
の

１
つ
に
東
京
23
区
に
在
住
・

在
勤
と
あ
り
、
な
ぜ
他
の
要

件
に
市
は
対
応
し
な
い
の
か

の
回
答
は
、
国
に
お
い
て
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
就
職・

テ
レ
ワ
ー
ク
要
件
な
ど
設
定

内
容
を
含
め
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
リ

モ
ー
ト
・
テ
レ
ワ
ー
ク
が
推

進
さ
れ
、
東
京
ま
で
１
時
間

半
の
勝
浦
市
は
魅
力
が
あ

り
ま
す
。「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
つ
い
て
、
過
去
の
実
績
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

Ａ
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
は

平
成
24
年
度
に
創
設
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
計
99
件

の
物
件
登
録
で
74
件
の
成
約

で
す
。
現
在
は
４
件
と
減
少

し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
関

係
機
関
の
協
力
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
新
た
に
募
集

し
、
活
動
の
中
で
制
度
周
知

な
ど
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

寺尾重雄議員

市
に
お
け
る
有
害
鳥
獣

捕
獲
に
つ
い
て

Ｑ
定
期
的
に
有
害
鳥
獣
捕

獲
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ジ

ビ
エ
料
理
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

な
げ
る
企
業
が
あ
る
と
聞
き

ま
す
。
空
き
家
・
空
き
店
舗

の
利
用
な
ど
、
支
援
に
関
し

て
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
１

つ
の
手
法
と
し
て
の
可
能
性

に
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
雇
用
創
出
に
準
備
で
き

る
か
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

Ｑ
少
子
化
の
中
、
年
に
誕

生
す
る
子
ど
も
数
は
50
人
弱

で
す
。
小
学
校
入
学
の
ラ
ン

ド
セ
ル
、
中
学
校
の
制
服
等

も
高
額
で
あ
り
、
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
子
育
て
世
帯
へ
の
熱
い

施
策
が
住
民
税
に
反
映
し
、

色
々
な
税
金
・
消
費
に
も
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

勝
浦
市
へ
の
移
住
支
援
・

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

に
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

Ｑ
８
月
27
日
に
熊
谷
知

事
が
本
市
に
来
ら
れ
て
現

地
を
案
内
し
て
、
そ
の
時
、

知
事
は
本
気
で
取
り
組
も
う

と
す
る
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ

た
か
。

Ａ
面
談
さ
れ
、
真
摯
に
お

話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
12
月
県
議
会

で
、
外
房
の
循
環
道
路
は
重

要
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
、
し
つ
こ
く
、

熱
く
と
答
弁
し
ま
し
た
よ
う

に
、
し
つ
こ
く
何
度
も
陳
情
、

要
望
す
る
。
熱
意
と
い
う
も

の
は
、
言
葉
だ
け
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
松
野
バ
イ

パ
ス
早
期
完
成
サ
イ
ン
看
板

等
を
設
置
し
て
、
そ
う
し
た

要
望
を
市
民
の
皆
さ
ん
、
議

員
の
皆
さ
ん
方
の
熱
い
思
い

を
形
に
し
な
が
ら
、
熊
谷
知

事
に
ま
た
再
度
お
願
い
に
行

き
ま
す
。
し
つ
こ
く
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
、

そ
の
よ
う
な
手
段
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

見やすく読みまちがえにくい見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントをユニバーサルデザインフォントを
採用しています。採用しています。

編集後記

　私の将来の夢は、保育士になることです。理由
は、小さい子が好きだからです。小さい子が笑顔
だと私も嬉しくなります。だから「みんなを笑顔
にできる保育士」になりたいです。みんなを笑顔
にするには、私自身も笑顔でいることが大切だと
思います。そのために、「毎日笑顔でいること」
を心がけていきます。
　夢を叶えるために、できることはたくさんあり
ます。それに一つ一つ取り組んで、「みんなを笑
顔にできる保育士」という夢を叶えたいです。

勝浦中学校　１年
塩
しお

田
だ

　優
ゆ

芽
め

 さん

　３月議会では令和４年度の予算が議論され、水道料金、ごみ袋料金、給食費の全額補助等、市民の皆様の関心
の高い予算について活発な議論がされました。特に水道料金の一部改正については、賛成、反対の討論が複数あ
りました。是非、議会中継をご覧になって疑問や質問をお寄せいただきたいと思います。

広報広聴常任委員　　久我　恵子

議会のうごきについて報告します
（令和４年２月～４月）

きみの未来、あなたの未来

２月１４日

１６日
　　

１８日

２２日

２８日

３月１日

３日
４日

　　７日
８日

南房総広域水道企業団運営協議会（大多喜町）
千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会

（千葉市）
介護保険運営協議会
水道事業運営審議会
国民健康保険事業の運営に関する協議会
夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会

（いすみ市）
議会運営委員会・表彰選考委員会
議会改革検討委員会
３月定例会　本会議　初日

本会議
全員協議会
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　質疑
本会議　質疑　
議会運営委員会・予算審査特別委員会

９日
１０日

１１・１４・１５日
１７日

２２日
３０日

　４月１２日
　　１９日
　　２０日
　　２６日

　　２７日

総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
予算審査特別委員会
本会議　最終日　
議会表彰式
広報広聴常任委員会・議会改革検討委員会
学校給食共同調理場運営委員会
勝浦漁協市場竣工式

千葉県市議会議長会役員会・監査（千葉市）
広報広聴常任委員会
千葉県市議会議長会定期総会（千葉市）
議会運営委員会
全員協議会
関東市議会議長会定期総会（千葉市）

議 会 の う ご き

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp
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